
１.  大月駅周辺整備事業と賑わいづくり

２.  賑わいづくりの考え方

３.  基本的方向性

① 賑わいのために、誰をターゲットとするか？ ② どのような仕掛けにより、賑わいづくりをするか？賑わいづくりの主役は？

　　　

＜中心市街地における賑わいづくりの基本的方向性＞

賑 わ い づ く り

<賑わいづくりの主役>
市民　　商店主
事業者　　行政

　＜大月駅周辺地区の現状＞
　　●中心市街地の衰退
　　●大月らしさ・季節感の不足
　　●安全で快適な歩行者空間の不足
　　●まちなみの連続性の不足
　　●滞留（休憩）スペースの不足
　　　　（以上、平成１８年度大月駅周辺整備検討委員会
　　　　　　　　　『大月駅周辺整備に関する検討報告書』より）

大月駅周辺整備事業の大目標

「交通結節機能の強化を契機とした、
安心・安全で快適な生活環境の創出と

中心市街地の活性化」

（以上、『大月駅周辺地区都市再生整備計画書』より）

大月駅周辺整備事業を契機とした、

中心市街地の賑わいづくり

～市民と行政による協働のまちづくり～

 「賑わい」＝人が集い賑やかになること。
　　　　　　 繁盛すること。豊かになること。

　『賑わう』ためには、
　　ア）｢人が集う｣　　　→ 誰をターゲットに？
　　イ）｢賑わいづくり｣　→ そのターゲットに向け、どのような仕掛けが必要か？
　　　　　　　　　　　　　 そのための主役は誰なのか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を検討する。

｢賑わいづくり｣の基本的方向性

　ア）観光客、来訪者

　　　観光客として市内観光客・登山客、また富
　　　士五湖方面等への通過観光客を、来訪者と
　　　してビジネスマンなどを対象とする。
　　　おもてなしの心が伝わる仕掛けづくりを徹底
　　　し、リピーターの創出を図る。
　　　伝達者の役割を担ってもらい、街の温かさ
を
　　　情報として持ち帰ってもらえるような仕掛け
　　　づくりをする。

　イ）駅周辺の地域住民

　　　安心・安全な生活環境の整備により、地域
　　　内での経済活動の活性化を促進する。
　　　地域住民の交流促進・連携強化を図る。

　ウ）市内他地域の住民

　　　駅周辺への公共交通の利便性向上、駐車
　　　スペース等の確保と、魅力的な商店街づく
　　　りにより、駅周辺地区へ誘導する。
　　　一方で、市内他地域との共存共栄（バラン
　　　ス）を保つ。

　＜交通環境の改善による賑わいづくり＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターゲット
○ユニバーサルデザインに基づく整備
　　→交通弱者など誰もが安心・安全、快適に中心市街　　　⇒　ア、イ、ウ
　　　地を利用できる環境づくり。思いやりの伝わる歩行
　　　者空間の整備。

○公共交通機関の充実を図り、その利用を促進する。　　　　⇒　ア、ウ

○オープンスペースの活用
　　→南北自由通路・駅前広場のオープンスペースを活　　　⇒　ア、イ、ウ
　　　用した大小イベント開催。「大月の宝」情報の発信。
　　→国道２０号を活用したイベント・歩行者天国。

　＜景観形成・地域資源による賑わいづくり＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターゲット
○大月の自然・文化・歴史などの地域資源を活かす
　　→多くの人が見たいと思うもの・多くの人に見せたい　　　⇒　ア
　　　ものを再発見し（「大月の宝」）、それらが見やすい
　　　場所の整備と、そこへ誘導する仕掛けづくり。
　　　　（山並・文化財（「猿橋」など）・伝統芸能など。）

○北口空閑地の利活用
　　→南北地域の連携により、一体としての豊かさを求　　　 ⇒　イ、ウ
　　　める。

○魅力的な駅周辺の街並み（見たい、行きたいという街
　並み）を作ることで、訪れる人へのおもてなしを演出。　　　⇒　ア、ウ
　　→地域住民の自主的な取り組みによるファサード計
　　　画（ルールづくり）の策定。

　　＜持続的な賑わいづくり＞

　○既存商店街・個店の再生
　　　→消費者ニーズに対応した業種・業
　　　　態への転換を促進する。
　　　→既存商店街・個店の恒常的な体力
　　　　向上策。マーケットの拡大。
　　　→空き店舗の活用による既存商店街
　　　　再生のきっかけづくり。

　○核となるイベントづくり
　　　→かがり火祭り、かっての七夕祭りな
　　　　ど全国的にアピールできるイベント
　　　　を育てる。
　　　→日曜朝市、土曜夕市など定期的に
　　　　行われるイベントを育てる。

　○仮・まちづくり協議会などの組織によ
　　る持続的・継続的な取り組み
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